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日
本
の
ま
ん
な
か　

風
薫
る
渋
川

　

わ
た
し
た
ち
は
、
赤
城
・
榛
名
・
利
根
川
の
景
勝
を
は
じ
め
と
し
た

豊
か
な
る
自
然
環
境
と
い
で
湯
に
感
謝
し
、
や
す
ら
ぎ
と
創
造
力
に
満
ち
た

魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
こ
の
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

　

一　

心
と
体
を
鍛
え　

健
康
で
明
る
い
暮
ら
し
を
目
指
し
ま
す

　

一　

家
族
の
和
を
大
切
に　

思
い
や
り
の
心
を
広
げ
ま
す

　

一　

働
く
喜
び
を
持
ち　

郷
土
の
発
展
に
努
め
ま
す

　

一　

芸
術
を
育
み　

文
化
を
伝
承
し　

教
養
を
深
め
ま
す

　

一　

信
じ
合
い　

助
け
合
い　

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
創
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日
制
定

合
併
５
周
年
記
念

渋
川
市
民
憲
章
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制定委員の委嘱

1制定委員会から市長へ最終案
の提出が行われました　2憲章
碑建立予定地(矢印)

　

市
で
は
、
合
併
５
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、
昨
年
４
月
か
ら
制
定
委

員
会
を
中
心
に
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し

い
市
民
憲
章
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
新
市
発
足
か
ら
５
年
の
節
目
を
迎
え
た
２
月
20
日
に
、

「
渋
川
市
民
憲
章
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
民
憲
章
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
連
帯
感
を
も
っ
て
、

明
日
の
渋
川
市
の
発
展
を
目
指
そ
う
と
い
う
、
未
来
へ
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
総
合
支
所
や
公
共
施
設

に
は
、
市
民
憲
章
の
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
の
「
渋
川
市
民
憲
章
」

が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
日
常
生
活
を

送
る
上
で
の
努
力
目
標
と
し
て
身
近

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後

も
普
及
と
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課(

☎
㉒
２

５
０
０)

へ
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
憲
章
の
案
は
、
公
募
に
よ
る

市
民
や
市
内
の
各
種
団
体
か
ら
の
推

薦
者
な
ど
、
21
人
の
制
定
委
員
に
よ

る
「
市
民
憲
章
制
定
委
員
会
」
が
作

成
し
ま
し
た
。
よ
り
親
し
ま
れ
る
市

民
憲
章
に
な
る
よ
う
、
４
回
の
会
議

に
お
い
て
検
討
を
重
ね
、
昨
年
８
月

に
は
、
案
に
対
す
る
市
民
意
見
公
募

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
公
募
を
踏
ま
え
た
最
終

案
を
、
12
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
定

例
会
へ
議
案
と
し
て
提
出
し
、
12
月

10
日
の
議
決
を
経
て
、
合
併
５
周
年

目
の
２
月
20
日
、
新
た
な
「
渋
川
市

民
憲
章
」
と
し
て
正
式
に
制
定
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
新
し
い
市
民
憲
章
碑
を
市

役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関
前
に
建
立
し

て
い
ま
す
。こ
の
憲
章
碑
の
除
幕
式
を
、

３
月
20
日
㈰
の
午
前
11
時
か
ら
行
い

ま
す
。

　

市
民
憲
章
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
努
力
目
標
や
心
の
支
え
を
示
し
、

日
常
生
活
を
送
る
上
で
の
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。

　
「
渋
川
市
民
憲
章
」
に
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
の
連
帯
感

を
も
っ
て
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
や

文
化
を
未
来
に
伝
え
、
明
日
の
渋
川

市
の
発
展
を
願
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
民
憲
章
は
、
前
文
と
箇
条
書
き

に
し
た
本
文
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
文
に
は
、
市
が
こ
れ
か
ら
目
指

す
理
想
や
将
来
像
へ
の
願
い
や
期
待

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

文
中
５
項
目
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
健

康
」「
家
族
の
和
」「
仕
事
」「
芸
術
・
文

化
」「
市
民
の
連
帯
感
」
を
テ
ー
マ
に
、

ま
ち
づ
く
り
や
生
活
の
目
標
が
表
現

新
た
な
渋
川
市
民
の

指
針
と
し
て

未
来
へ
の
願
い
を
込
め
た

市
民
憲
章

市
民
憲
章
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

渋
川
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た

１

２

市民憲章制定委員会議の様子市民憲章制定委員会議の様子
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　種から花を育てて、自然を愛す
る優しい心をはぐくもうと「花の
ゆりかごプロジェクト」を実施し
ています。
　このプロジェクトには、渋川北
小学校と渋川南小学校の５年生が
参加して、サルビアとペチュニア
の花を育てています。昨年12月に
種をまき、１月には発芽した苗を
ポットに移す鉢上げを行いまし
た。
　現在、苗は順調に育っており、
４月には、新町五差路近くに作る
「花のゆりかご花壇」に両校の児
童が花の植え込みを行い、イベン
ト会場を飾ります。

　このように、多くの皆さんが準
備に参加して、一緒にイベントを
盛り上げてくれています。
　このほかにも、ボランティア養
成講座や花緑体験教室など、市民
の皆さんが参加できる催しも開催
していますので、興味のある人は、
ぜひ、ご参加ください。

春会期で行うイベントの詳細は、
広報紙４月15日号でお知らせ
する予定です。問い合わせは、
花と緑の推進室(☎㉒2219)へ。

小学生が育てた花で
「ゆりかご花壇」

春会期開催まであと60日！

❷
　メーン会場となる渋川ネイブル
スクエアには、大型テントやステ
ージ、物産販売テントなどを設置
します。
　春会期中の土・日曜日、祝日の
16日間は、渋川ネイブルスクエア
でスタンプラリーやステージイベ
ント、物産販売など、さまざまな
楽しい催し物を行います。物産や
弁当の販売なども行いますので、
催し物や花を一日ゆっくりとお楽
しみいただけます。

土・日曜日と祝日には
多彩な催し❸

　会期中は、まちなか会場だけで
なく、総合支所や温泉施設などの
市内各所に、花を飾った「ウェルカ
ムラティス(掲示板)」を置き、イベ
ントを市内全域で盛り上げます。
　ウェルカムラティスに飾る花は、

豊秋小学校、
伊香保小学
校、長尾小学
校、三原田小
学校、橘小学
校、小野上中
学校、子持中
学校の７校の
児童・生徒が
育ててくれて
います。

市内各所を
花の掲示板で彩ります❹

■中之条高
校の生徒を
講師に(左)
■参加した
児童の目は
真剣(下)

ボランティア養成講座も始まりました

　
「
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
２
０
１

１
in
渋
川
」
で
、
メ
ー
ン
会
場
を
彩

る
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

優
秀
な
作
品
に
は
、
各
部
門
ご
と
に

表
彰
状
と
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

展
示
期
間　

４
月
29
日
㈷
〜
６
月
５

日
㈰

会
場　

渋
川
ネ
イ
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
周
辺

募
集
内
容　

▽
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ

ッ
ト
部
門
＝
幅
80
㌢
㍍
×
高
さ
１
０

０
㌢
㍍
・
30
作
品　

▽
コ
ン
テ
ナ
ガ

ー
デ
ン
部
門
＝
縦
１
０
０
㌢
㍍
×
横

１
０
０
㌢
㍍
・
20
作
品

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
出
展
者

や
１
人
当
た
り
の
出
展
作
品
数
を
調

整
し
ま
す
。

申
込
方
法　

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、
性
別
、

参
加
希
望
の
部
門
お
よ
び
出
展
作
品

数
を
明
記
し
て
、
花
と
緑
の
推
進
室

(

〒
３
７
７
―
８
５
０
１
・
石
原
80
・

㉒
２
１
３
２
・

hana-m
idori@

city.shibukaw
a.gunm

a.jp)

へ

申
込
期
限　

３
月
16
日
㈬
・
必
着

問
い
合
わ
せ
先　

花
と
緑
の
推
進
室

(

☎
㉒
２
２
１
９)

作
品
募
集

花
と
緑
の
コ
ン
テ
ス
ト

メーン会場
渋川ネイブルスクエア

新町五差路

駅前広場
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　都市緑化と住民のふれあいの場が増えることによる地域振興を目
的とした「花と緑のぐんまづくり2011in渋川」が、４月29日(祝)
から開催されます。
　春会期初日の29日には、オープニングセレモニーが行われ、「花
と食のまちなか会場」を盛り上げます。春の訪れとともに、盛りだ
くさんに行われる楽しいイベントや、まちなかを彩る美しい花の観
賞に、家族やお友達など誘い合わせて、ぜひ、お出掛けください。

　春会期中は、渋川駅と新町五差路、
四ツ角周辺を３つの拠点として、そ
れぞれの場所に趣向を凝らした花
を飾ります。例えば、駅前には、高
山植物などを中心としたロックガー
デンを設置します。ここには、普段、
花屋などでは見られない青いケシ
(メコノプシス)の花を植え、本市
玄関口の駅前広場を華やかに飾り
ます。青いケシは、ヒマラヤの秘境、
標高4,000ｍ～5,000ｍの岩

が ん

礫
れ き

地

に生え、澄んだ青色や青紫色の花
が咲く幻の植物といわれています。
　また、この３つの拠点を結ぶ沿
道にも、プランターやフラワーポ
ール、ハンギングバスケットなど
を設置し、花の種類や彩りなどに
地域資源を生かした「渋川市らし
さ」を演出。会場を余すことなく
使い、まちなかを花で包みます。
　現在の予定では、渋川駅から渋
川ネイブルスクエアまでの約1.2
㎞を、約150種類７万株の花で彩
るほか、渋川ネイブルスクエア周
辺には、ハンギングバスケットや

コンテナガーデンのコンテスト作
品を飾ります。
　会期中は、さまざまな花を観賞
しながら、まちなか散策を楽しん
でもらえる計画となっています。

７万株の花で
沿道を飾ります

春の「花と食のまちなか会場」が
４月29日からスタートします！

❶

青いケシ(メノコプシス)

春会期を彩る花々

ネモフィラネモフィラニーレンベルギアニーレンベルギアクリサンセマムノースポールクリサンセマムノースポール

リナリアリナリアアジサイ(ミセスクミコ)アジサイ(ミセスクミコ)マーガレットマーガレット

バコパバコパバーベナバーベナゴテチャゴテチャ
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■
投
票
日
時
・
投
票
で
き
る
人

投
票
日
時　

４
月
10
日
㈰
午
前

７
時
〜
午
後
６
時

投
票
で
き
る
人　

平
成
３
年
４

月
11
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
に
本

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
、
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
人

県
内
に
転
出
し
た
人
の
投
票　

平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
県

内
の
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
人

は
、
本
市
内
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
人
の
投
票　

平
成
23
年
１
月

１
日
以
降
に
本
市
に
転
入
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す

■
入
場
券

　
「
投
票
所
入
場
券
」
は
、
世
帯

ご
と
に
封
書
で
郵
送
し
ま
す(

５

人
以
上
の
有
権
者
が
い
る
世
帯

は
、
２
通
以
上
に
分
け
ま
す)

。

自
分
の
入
場
券
を
切
り
離
し
て

投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
㈮
ま
で
に
入
場
券
が

届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場

合
に
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所

　

投
票
所
と
投
票
区
域
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。
自
分
の
投

票
所
を
、
入
場
券
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
赤
城
地
区
の
投
票
所
に
変
更

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

■
点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、

「
点
字
投
票
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

各
投
票
所
に
は
、点
字
氏
名
掲
示
、

点
字
器
具
を
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

■
代
理
投
票

　

体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で

本
人
が
記
入
で
き
な
い
場
合
は
、

「
代
理
投
票
制
度
」
で
投
票
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
投
票
管
理
者↖

　

任
期
満
了
に
伴
う
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
県
民
の
代
表

者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
有
権
者
の
皆
さ
ん
は
、
進

ん
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

群
馬
県
議
会
議
員

選
挙
の
お
知
ら
せ

■ 

投
票
日

４
月
10
日
㈰

■ 

投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

投 票 所 一 覧 表
投票区名 投票所 投票区域 投票区名 投票所 投票区域

第30投票区 世代間交流館 日の出、うわの、香東、コスモス、大日向 第45投票区 赤城公民館 津久田第三、敷島、宮田

第31　〃 湯中子会館 湯中子 第46　〃 南雲第二集会所 南雲第一、南雲第二、南雲第三

第32　〃 小野子生活改善センター 小野子東、小野子西 第47　〃 みやま公会堂 みやま

第33　〃 村上生活改善センター 村上東、村上西 第48　〃 棚下集会所 棚下

第34　〃 上組地区集会所(養神館) 上白井上組 第49　〃 溝呂木構造改善センター 持柏木、溝呂木

第35　〃 上白井中組自治会館 上白井中組 第50　〃 勝保沢集会所 北上野、勝保沢

第36　〃 子麓住民センター 子麓 第51　〃 赤城地区住民センター 見立、滝沢

第37　〃 後田向住民センター 上中郷(一部を除く)、下中郷の一部 第52　〃 旧三原田幼稚園 上三原田、三原田、三原田団地

第38　〃 中郷住民センター 下中郷(一部を除く)、上中郷の一部 第53　〃 樽集会所 樽

第39　〃 横堀集落センター 横堀 第54　〃 栄集会所 栄

第40　〃 北牧公会堂 河原、北牧西、北牧東 第55　〃 北橘保健センター 下南室、真壁東、真壁美保、真壁下

第41　〃 鯉沢自治会館 鯉沢 第56　〃 橘北小学校体育館 八崎第一、八崎第二、八崎第三、分郷八崎

第42　〃 吹屋参集殿 吹屋、吹屋原 第57　〃 北橘中学校屋内運動場 上小室、下小室、真壁上

第43　〃 白井公会堂 白井 第58　〃 上箱田集落センター 上南室、上箱田、赤城山

第44　〃 津久田小学校体育館 津久田第一、津久田第二、津久田第四 第59　〃 下箱田集落センター 箱田、下箱田
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問い合わせ先　市選挙管理委員会事務局　☎㉒2111　内線4211

４月２日(土)から９日(土)まで

の
指
名
す
る
係
員
が
、
本
人
に

代
わ
っ
て
候
補
者
の
氏
名
を
記

入
す
る
も
の
で
す
。
投
票
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
車
い
す
な
ど
で
投
票

所
へ
お
越
し
の
人
で
介
助
が
必

要
な
人
は
、
気
軽
に
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

〈
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
〉       

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定

す
る
県
内
の
病
院
な
ど
に
入
院
、

入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
こ
で

投
票
で
き
ま
す
。

市
内
の
指
定
病
院
な
ど　

渋
川

総
合
病
院
、
関
口
病
院
、
西
群

馬
病
院
、榛
名
病
院
、北
毛
病
院
、

上
之
原
病
院
、
北
関
東
循
環
器

病
院
、
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
、

永
光
荘
、
グ
レ
イ
ス
ホ
ー
ム
、

恵
の
園
、
あ
け
ぼ
の
ホ
ー
ム
、

誠
光
荘
、
か
な
い
苑
、
銀
玲
、

た
ち
ば
な
荘
、
ね
む
の
丘
、
春

日
園
、
ひ
か
り
の
里
、
清
流
の

郷〈滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票
〉

　

仕
事
な
ど
で
他
の
市
町
村
に

滞
在
し
、
本
市
内
の
投
票
所
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
滞
在
先

の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
で
き
ま
す
。
早
め
に
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

〈
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
〉

　

身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る

人
は
、
自
宅
で
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

一
定
の
要
件
に
よ
り
自
宅
で
の

代
筆
に
よ
る
投
票
も
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

投
票
用
紙
交
付
申
請
期
限　

４
月
６
日
㈬

■
選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
、
告
示
後
に
作

成
さ
れ
、
投
票
日
２
日
前
ま
で

に
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
ま

す
。

　

ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
、
各

総
合
支
所
、
公
民
館
、
図
書
館
、

渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施

設
に
も
備
え
て
お
き
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
投
開
票
速
報

　

投
開
票
の
状
況
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.city.

shibukaw
a.gunm

a.jp/)

で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
票
は
、
午
後
８
時

か
ら
子
持
社
会
体
育
館
で
行
い

ま
す
。

  

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
へ
。

↖

期日前投票のお知らせ

　今回の県議会議員選挙から、
赤城地区の投票所に変更があ
ります。下記の「投票所一覧
表」で投票所と投票区域を確
認してください。

　投票日に仕事や旅行などの
理由で、投票所へ行くことが
できない人のために、「期日前
投票制度」があります。
　期間中は、次の期日前投票
所のどこでも投票ができます。
時間　午前８時30分～午後８時
期日前投票所　市役所本庁舎、
伊香保総合支所、小野上総合
支所、子持総合支所、赤城総
合支所、北橘総合支所
持参するもの　入場券

投 票 所 一 覧 表
投票区名 投票所 投票区域 投票区名 投票所 投票区域

第１投票区 下郷会館 大崎、下郷 第15投票区 上村住民センター 上村

第２　〃 寄居町会館 東町、新町、寄居町、下之町 第16　〃 りんごの里住民センター りんごの里、川島の一部

第３　〃 福祉庁舎(渋川ほっとプラザ) 南町、長塚町 第17　〃 有馬会館 有馬第一(一部を除く)、有馬第二

第４　〃 中央公民館 坂下町 第18　〃 五輪平集落センター 有馬第一の一部

第５　〃 並木町公会堂 並木町 第19　〃 古巻公民館 八木原

第６　〃 川原町会館
４町共議会(中之町、上之町、川原町、
裏宿)、上郷、藤ノ木

第20　〃 喜多集落センター 半田北部

第21　〃 豊秋公民館 行幸田第一、行幸田第二

第７　〃 元町会館 元町 第22　〃 市役所本庁舎 本石原、熊野町、石原田中、石原西の一部

第８　〃 明保野会館 明保野 第23　〃 中村会館 中村

第９　〃 辰巳町会館 辰巳町 第24　〃 御蔭会館 御蔭

第10　〃 阿久津自治会館 阿久津、国町 第25　〃 軽浜自治会館 軽浜

第11　〃 金井南町住民センター 金井南町 第26　〃 勤労福祉センター 石原西(一部を除く）

第12　〃 金島公民館 金井本町、金井南牧 第27　〃 入沢団地集会所 入沢町

第13　〃 中川島自治会館 川島(一部を除く) 第28　〃 新井住民センター 半田南部

第14　〃 祖母島自治会館 祖母島 第29　〃 伊香保商工会館 石段、ときわ、中央、雷之塚、水沢

赤城地区の投票所の赤城地区の投票所の
変更について変更について



8

４
月
か
ら
水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

対
象
は
渋
川
、
伊
香
保
、
小
野
上
、
赤
城
地
区

４
月
か
ら
の
水
道
料
金
は
？

　

一
般
家
庭(

メ
ー
タ
ー
の
口
径
が

13
㍉
㍍)

と
大
口
利
用(

メ
ー
タ
ー
の

口
径
が
40
㍉
㍍)

の
場
合
の
水
道
料

金
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
一
般
家
庭
で
の
１
カ
月
の
平
均
使

用
水
量
は
、
約
20
立
方
㍍
で
す
。

※
「
水
道
料
金
等
の
お
知
ら
せ
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
使
用
水
量
は
、
２

カ
月
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
を
県
内
12
市
で
比
較

　

４
月
か
ら
の
本
市
の
水
道
料
金(

渋

川
、
伊
香
保
地
区
の
料
金)

は
使
用

水
量
20
立
方
㍍
で
比
較
し
た
場
合
、

県
内
12
市
の
中
で
、
水
道
料
金
が
安

い
順
番
で
５
番
目
と
な
り
、
県
内
の

平
均
は
下
回
り
ま
す(

水
道
料
金
が

地
区
ご
と
に
違
う
市
は
旧
市
部
の
料

金
で
算
定
し
て
比
較)

。

市
内
の
水
道
料
金
の
統
一
に
つ
い
て

　

水
道
を
利
用
す
る
人
の
負
担
を
公

平
に
す
る
た
め
、
今
後
も
段
階
的
に

料
金
改
定
を
実
施
し
て
、
平
成
29
年

度
に
は
、
市
内
の
水
道
料
金
の
統
一

が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
今
年
度
末
で

約
２
億
５
千
万
円
の
赤
字
額
を
抱
え

る
見
込
み
で
す
。
今
後
、
水
道
事
業

で
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
な

ど
の
支
出
が
増
加
す
る
中
、
経
費
削

減
を
第
一
に
し
た
経
営
の
効
率
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
水
道
課(

☎
㉒
２
１

１
９)

へ
。

水道課からのお知らせ水道課からのお知らせ

　

市
で
は
、
合
併
前
の
旧
６
市
町
村
別
に
異
な
っ

て
い
た
水
道
料
金
を
、
段
階
的
に
統
一
す
る
た
め
、

平
成
21
年
３
月
に
料
金
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
改
定
に
よ
る
急
激
な
料
金
の
増
加
を
緩
和
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
増
加
額
を
50
㌫
に
抑
え
る
取

り
扱
い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
で
そ
の

期
間
が
終
了
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４
月
の
検
針

分
か
ら
、
改
定
が
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
子
持
、
北
橘
地
区
の
水
道
料
金
は
現
行

の
ま
ま
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　　　　  上水道事業(渋川、伊香保地区)  　　　(税込)
１カ月の
使用水量(㎥)

３月までの料金(円) ４月からの料金(円)
渋川 伊香保 渋川、伊香保

一 般 家
庭(口径
13㎜)の
場合

1 638 749 498
3 717 828 656
5 794 907 813
10 1,081 1,103 1,207
20 2,105 2,180 2,362
30 3,370 3,416 3,832
40 4,635 4,751 5,302
50 5,901 6,085 6,772
100 13,671 14,199 15,697

大 口 利
用(口径
40㎜)の
場合

1,000 179,046 195,389 214,777
2,000 363,321 400,139 435,277
3,000 547,596 613,389 655,777
5,000 853,146 976,888 970,777

※４月から渋川、伊香保地区は同一料金になります。

　　　　　　　上水道事業(子持、北橘地区)  　　　(税込)
１カ月の
使用水量(㎥)

３月までの料金(円)

４月からの料金の
変更はありません

子持 北橘

一 般 家
庭(口径
13㎜)の
場合

10㎥
まで

1,197 1,365

20 2,667 2,782
30 4,347 4,200
40 6,237 5,827
50 8,127 7,455
100 18,627 15,592

大 口 利
用(口径
40㎜)の
場合

1,000 239,379 171,517
2,000 470,379 344,767
3,000 701,379 518,017
5,000 1,163,379 864,517

  　　　　　簡易水道事業(小野上、赤城地区)  　　(税込)

1カ月の
使用水量(㎥)

３月までの料金(円) ４月からの料金(円)

小野上 赤城 小野上、赤城

一 般 家
庭(口径
13㎜)の
場合

1 592 517 383

3 660 585 519

5 728 653 656

10 898 824 997

20 1,516 1,611 1,732

30 2,186 2,451 2,572

40 3,006 3,291 3,412

50 3,826 4,131 4,252

100 8,451 8,856 9,502

大 口 利
用(口径
40㎜)の
場合

1,000 113,744 102,453 133,087

2,000 231,994 207,453 269,587

3,000 350,244 312,453 406,087

5,000 544,744 480,453 595,087

※４月から小野上、赤城地区は同一料金になります。

NEWS

市政ニュース
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デスティネーションキャンペーン推進室から①デスティネーションキャンペーン推進室から①

伊
香
保
地
区
で
光
通
信
網
の
仮
申
込
が
目
標
を
達
成

　

市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
現
在
、

八
木
原
芝し

ば

附つ
け

住
宅
用
地(

３
区
画)

と

半
田
薬
師
住
宅
用
地(

１
区
画)

を
分

譲
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
分
譲

価
格
の
値
下
げ
を
実
施
し
た
こ
と
に

伴
い
、
現
地
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

３
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

八
木
原
芝
附
住
宅
用
地

※
希
望
に
よ
り
半
田
薬
師
住
宅
用
地

も
随
時
、
案
内
し
ま
す
。

参
加
方
法　

直
接
会
場
へ

　

詳
し
く
は
、
市
土
地
開
発
公
社
事

務
局(

都
市
計
画
課
内
・
第
二
庁
舎
・

☎
㉒
２
０
７
３)

へ
。

分譲地現地説明会を開催します分譲地現地説明会を開催します

八
木
原
芝
附
住
宅
用
地
と
半
田
薬
師
住
宅
用
地

マ
イ
ホ
ー
ム
の
建
築
を
予
定
し
て
い
る
人
は
検
討
を

　渋川市伊香保地区
光通信網誘致協議会
(会長 大森隆博さん)
では、光通信網(光
ファイバーによる超
高速インターネット
サービス)の誘致活
動を行い、458件(目
標450件)の仮申込
書を集めました。
　目標を達成したこ
とから、２月15日、
ＮＴＴ東日本群馬支
店に仮申込書を引き
渡しました。
　なお、これまでに
小野上、子持、赤城
(赤城局・溝呂木局)
および北橘地区も、
同様の活動により仮
申込書を引き渡して
います。
　今後、ＮＴＴ東日
本では、光通信網の
市内全域整備に向け
た検討が行われる予
定です。
(伊香保総合支所総
務課・広報情報課)

●所在地　八木原地内(案内図参照)
●分譲区画　３区画(区画図参照)
①162.60㎡(約49坪)　 ③162.59㎡(約
49坪）　④161.74㎡(約49坪）　●分譲価
格　①約585万円　③約598万円　④約
626万円　※平均１㎡当たり３万7,200円
(坪当たり12万2,975円)　●施設　上水道、
電気、電話　●通学区　古巻小学校、古巻
中学校　●その他　八木原駅まで徒歩10分

●所在地　半田地内(案内図参照)　
●分譲区画　１区画(区画図参照)　
224.81㎡(約68坪）　●分譲価格　
約825万円　※１㎡当たり３万6,700円
(坪当たり12万1,320円)　●施設　上水
道、電気、電話　●通学区　古巻小学校、
古巻中学校

光通信網の導入による光通信網の導入による
地域の発展を目指して地域の発展を目指して

　デスティネーションキャンペーンをご存じで
すか？略して「ＤＣ」と使われる場合もありま
すが、最近、目にする人も多いことでしょう。
　デスティネーションキャンペーン(ＤＣ)は、
全国のＪＲグループ６社と県や自治体、地元の
観光業者などが協働で実施する大型観光キャン
ペーンのことです。今年７月から９月まで、県
内でデスティネーションキャンペーンが行われ
ます。期間中はＪＲグループや旅行会社を利用し、

多くのお客様が来県する見込みです。
　本市でも、このキャンペーンを活用し、各地
域の豊富な観光資源を生かして、観光客の増大
を目指しています。デスティネーションキャン
ペーンをきっかけに本市を訪れたお客様に満足
していただき、感動を持ち帰ってもらうため、「お
もてなし力」の向上を図っていきましょう。
　(デスティネーションキャンペーン推進室・
☎723162)

〈分譲地の概要〉
八木原芝附住宅用地八木原芝附住宅用地／／約27％値下げ約27％値下げ

半田薬師住宅用地／約22％値下げ半田薬師住宅用地／約22％値下げ

デスティネーション
キャンペーンって何？

②
分譲済

①
162.60㎡
（49.19坪）

③
162.59㎡
（49.18坪）

④
161.74㎡
（48.93坪）

N

市
道（
渋
）１
２
４
１
号
線

八木原駅

市道南部幹線
JR上越線

N

17

分譲地

スカイテルメ
渋川

古巻小学校

224.81㎡
（68.00坪）

⑤

市道（渋）1110号線

N

分譲済

分譲済

分譲済

分譲済

分譲済

八木原駅

N

（主）
高崎・

安中・
渋川線

分譲地

Ｊ
Ｒ
上
越
線

県営住宅

半田薬師住宅用地区画図半田薬師住宅用地区画図

八木原芝附住宅用地区画図八木原芝附住宅用地区画図 八木原芝附住宅用地案内図八木原芝附住宅用地案内図

半田薬師住宅用地案内図

仮申込書を引き渡す大森会長(左)仮申込書を引き渡す大森会長(左)
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10

騒
音
調
査
の
結
果

　

環
境
基
準
に
基
づ
く
騒
音
調
査

お
よ
び
騒
音
規
制
法
の
基
準
に
基

づ
く
道
路
交
通
や
事
業
場
な
ど
の

調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
環
境
騒
音

　

環
境
騒
音（
測
定
地
で
の
す
べ
て

の
音
を
含
め
た
騒
音
）の
調
査
で
は
、

交
通
量
の
多
い
道
路
に
面
し
た
地

域
で
は
、
お
お
む
ね
基
準（
昼
間
＝

70
デ
シ

ベ
ル

、
夜
間
＝
65
デ
シ

ベ
ル

以
下
）を
満
た

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
一

般
地
域
の
う
ち
、
道
路
に
比
較
的

近
い
地
域
で
は
、
夜
間
の
基
準
値

を
超
過
し
て
い
ま
し
た（
基
準
値
＝

45
デ
シ

ベ
ル

以
下
、
測
定
値
＝
52
デ
シ

ベ
ル

）。

②
自
動
車
騒
音

　

高
速
自
動
車
道
周
辺
で
は
環
境

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
国

道
17
号
線
沿
線
で
は
、
昼
夜
と
も

に
環
境
基
準
を
超
過
し
て
い
ま
し

た
が
、
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て

規
制
措
置
な
ど
が
要
請
で
き
る
限

度（
昼
間
＝
75
デ
シ

ベ
ル

以
下
、
夜
間
＝

70
デ
シ

ベ
ル

以
下
）は
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

③
新
幹
線
鉄
道
騒
音

　

軌
道
か
ら
の
距
離
が
12
・
５
㍍
、

25
㍍
、
50
㍍
の
３
地
点
で
測
定
し

た
結
果
、
す
べ
て
基
準
値（
70
デ
シ

ベ
ル

以
下
）を
超
過
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
測
定
結
果
を
県

に
報
告
し
、
県
で
は
、
環
境
基
準

の
達
成
を
東
日
本
旅
客
鉄
道
な
ど

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
超
過
地
域
に
は
、
家
屋

障
害
対
策
の
ほ
か
防
音
壁
の
設
置

な
ど
の
措
置
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
特
定
工
場
等
騒
音

　

騒
音
の
発
生
源
と
な
る
法
に
定

め
る
特
定
施
設（
空
気
圧
縮
機
な

ど
）を
有
す
る
特
定
工
場
な
ど
17

カ
所
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
騒
音

の
発
生
源
が
屋
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
事
業
場
で
は
、
騒
音
規
制
法

の
基
準
値
内
で
し
た
。
し
か
し
、

発
生
源
が
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い

た
り
、
開
放
的
に
な
っ
て
い
る
事

業
場
の
多
く
は
、
基
準
値
を
超
過

し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
基
準
値
を
超
過
し
て

い
る
事
業
場
の
周
辺
か
ら
苦
情
が

出
た
場
合
に
、
改
善
を
指
導
す
る

な
ど
の
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

振
動
調
査
の
結
果

　

振
動
の
主
な
発
生
源
は
、
道
路

交
通
や
工
場
な
ど
で
す
。
振
動
に

つ
い
て
は
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
調
査
す
る
区
域

ご
と
に
規
制
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
道
路
交
通
振
動（
３
カ

所
）、
新
幹
線
鉄
道
振
動（
１
カ
所
）、

特
定
工
場
振
動（
17
カ
所
）の
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
基

準
値
内
で
し
た
。 

（
環
境
課
）

40 50

■音の大きさの目安
●木の葉の触れ合う音　●蛍光灯のうなり(１m以内)

（単位　デシベル）

●深夜の郊外　●ささやき声

●静かな住宅地の昼間　●図書館

●静かな事務所

●静かな乗用車　●普通の会話

●電話のベル
●騒々しい街頭

●地下鉄の車内

●大声による独唱
●騒々しい工場の中

703020 80 9060

　騒音や振動は、私たち
の日常生活に影響を与え
ることもあり、身近な問
題といえます。騒音に関
しては、良好な生活環境
を維持するために望まし
いとされる「環境基準」
が定められています。
　今回は、良好な生活環
境の保全を目的に平成21
年度に実施した、騒音・
振動についての調査結果
をお知らせします。

工場や道路などの
騒音・振動調査結果

本
市
の
騒
音
・
振
動
に
つ
い
て 騒音測定器を設置する環境課職員騒音測定器を設置する環境課職員
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隔月連載

隔月連載

輝輝 くく 明明 日日 にに 向向 けけ てて 男女共同参画 18

　市の事業においても、企画・立案、そして
実施する際に、男女共同参画社会の実現への
配慮がなされていることが求められています。
　そのために、政策の立案や実施に携わる行
政職員は、男女共同参画についての理解を深
めておく必要があります。
　市では、行政職員としてスタートする新採
用職員を対象とする研修に、男女共同参画に

　男女共同参画社会とは、「性別に関わらず一
人ひとりの考え方や生き方が尊重され、その
個性と能力を十分に発揮することができる社
会」のことをいいます。
　このような社会を実現するためには、私た
ち一人ひとりが家庭や職場で取り組むだけで
なく、社会制度や慣行についても、男女共同
参画の視点が反映されることが重要です。

ついて学ぶ時間を設けています。また、その
ほかの職員にも男女共同参画に関する研修会
を実施しています。
　これらの研修により、職員一人ひとりが人
権尊重と男女平等意識をもって、男女共同参
画の視点に立った施策を推進し、男女共同参
画社会の実現に取り組めるよう努めています。
 （市民生活課）

男女共同参画の視点で市の施策を推進するために

質
問
①　

ど
ん
な
目
的
で
つ
く
ら
れ

た
の
で
す
か
？

　

地
域
の
人
が
知
り
た
い
と
思
う
こ

と
を
調
べ
た
り
、
教
養
を
養
う
た
め

の
場
所
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

質
問
②　

１
日
平
均
何
人
ぐ
ら
い
が

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

　

１
日
平
均
40
人
の
貸
し
出
し
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
読
書
や
調
べ

事
な
ど
に
利
用
す
る
人
が
い
ま
す
。

質
問
③　

い
ろ
ん
な
人
が
利
用
で
き

る
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
？

　

市
内
に
あ
る
３
つ
の
図
書
施
設（
市

立
図
書
館
、
北
橘
図
書
館
、
子
持
公

民
館
図
書
室
）の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
、

本
の
貸
し
出
し
な
ど
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
い
、
み
な
さ
ん
の
元
へ
読
み
た
い
本

を
少
し
で
も
早
く
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間　

▽
火
〜
金
曜
日
＝
午
前
９

時
〜
午
後
６
時　

▽
土
・
日
曜
日
＝
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
・
祝
日（
月
曜
と
祝

日
が
重
な
っ
た
場
合
は
火
曜
日
も
休

館
）、館
内
整
理
日（
毎
月
最
終
木
曜
日
）、

年
末
年
始

利用案内

多種にわたる蔵書を

読書や調べ事に活用

【問い合わせ先】
北橘図書館
☎522300

橘小学校
６年
川野　玲くん

男女共同参画を学ぶ職員研修会の様子

豆記者がインタビュー⑥／北橘図書館



フ
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ト

フ
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ス
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小野上公民館の「料理教室」
ガトーショコラ作りを学んで“手作りバレンタインデー”

　小野上公民館が開催している

「料理教室」で、２月８日、ガトー

ショコラ作りが行われました。講

師は、チョコレートを刻んで湯せ

んする手間を省くため、直接お湯

を入れて溶かす技を披露。参加し

た12人は「まさか」と驚きの声を

あげました。しっとりと焼き上が

ったケーキの試食では、「簡単でお

いしい」と大満足の様子でした。

甘い香りに包まれて思わず顔もほころびます

指揮に合わせて真剣に
演奏（右）　小・中学生
による合同演奏（左上）
趣向を凝らした演出も
楽しみの一つ（左下）

　市民会館で２月11日に開催された「第20回渋川バンドフェステ
ィバル」。ステージでは、市内で吹奏楽や演奏活動を行っている、
小学校から一般までの幅広い年齢層の吹奏楽団18組が、日ごろの練
習の成果を披露。テレビでなじみのある曲やクラシックなどの曲目
が次々と演奏され、会場に訪れた人たちを楽しませました。

市民会館で「渋川バンドフェスティバル」開催
吹奏楽を親しむ18組が世代を超えて演奏を披露



Photo Topics
Photo Topics
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北橘公民館の「軽スポーツ教室」
老若男女がすぐに楽しめる「ディスコン」に挑戦

　２月10日に橘北小学校で北橘公

民館主催の「軽スポーツ教室」が

開催され、参加者は「ディスコン」

に挑戦。的（ポイント）を目掛けて

円盤（ディスク）を投げ、的に近い

円盤の枚数を競い合います。参加

者が「年に関係なくできる」と話

すように、老若男女がすぐに楽し

めるこの競技。終始、ディスコン

に没頭する参加者でした。

ディスクを投げる参加者 講師が得点の計算方法を指導

172人が参加した講演
会の会場（右）　講師の
加賀美幸子さん（左上）
講師の冗談に思わず笑
顔の参加者（左下）

　女性の積極的な社会参加などを目指して、昨年11月に設立された
「渋川市女性団体連絡協議会」。その設立を記念して、２月９日に女性
団体講演会が開催されました。「こころを動かす言葉」と題した講演
では、ＮＨＫ番組キャスターの加賀美幸子さんが、「ゆとりをもって前
向き思考で発せられた言葉が人に伝わりやすい」と話していました。

女性団体連絡協議会の設立を記念して講演会を市民会館で開催
人の心を動かす話し方について加賀美幸子さんが講演



結婚したいと思っている人
ぐんま縁結びネットワークに登録を
　県が昨年９月から開始した「ぐんま縁
結びネットワーク」。これは、地域の婦
人団体の会員である「縁結び世話人」た
ちの人脈を活用した結婚応援制度です。
　このネットワークは、独身登録者の情
報を、縁結び世話人たちが、毎月、地域
や県で開催される交流会などで交換し合
い、ふさわしい相手を探して、出会いの
機会を提供するものです。
　市内には、県地域婦人団体連合会の会
員で、県の実施する研修を受けた14人
の世話人がいます。情報は縁結び世話人
相互の信頼のネットワークを通って流れ
るので安全です。
　結婚を希望する独身の人は、ぜひ、登
録してください。
　詳しくは、市婦人会連絡協議会事務局
（生涯学習課内・☎㉒2500）へ。

14

□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

募　

集

募　

集

平
成
23
年
度
資
源
ご
み

集
団
回
収
の
登
録
団
体

環
境
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
１
４

　

市
で
は
、
資
源
ご
み（
新
聞
紙
、

段
ボ
ー
ル
、
金
属
類
な
ど
）の
集

団
回
収
を
行
う
地
域
の
団
体
に
、

回
収
し
た
資
源
ご
み
１
㌔
㌘
当
た

り
10
円
の
報
奨
金
を
交
付
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
活

用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
登
録
を
希
望
す

る
団
体
は
、届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法　

渋
川
リ
サ
イ
ク
ル
資

源
組
合
に
加
盟
す
る
資
源
ご
み
回

収
業
者
の
う
ち
、
１
業
者
の
同
意

を
得
て
、「
資
源
ご
み
回
収
団
体
登

録
届
出
書
」（
環
境
課
お
よ
び
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
）を
環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
へ

届
出
期
限　

３
月
25
日
㈮

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
の

花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　

商
工
振
興
課　
　

☎
㉒
２
５
９
６

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

と
一
緒
に
、
四
ツ
角
を
花
で
い
っ

ぱ
い
に
飾
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　

３
月
26
日
㈯
午
前
９
時

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
。

集
合
場
所　

四
ツ
角
南
西
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
」

定
員　

20
人（
先
着
順
）

持
参
す
る
も
の　

ス
コ
ッ
プ
、
軍

手
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

参
加
方
法　

事
前
に
電
話
で
中
心

市
街
地
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
事
務
局（
商
工
振
興
課
内
・

☎
㉒
２
５
９
６
）へ

申
込
期
間　

３
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮コミュニティガーデンに一面の花を

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

家
庭
で
の
虐
待
な
ど
か
ら

子
ど
も
を
守
る
講
演
会　

こ
ど
も
課　
　
　

☎
㉒
２
４
１
５

と
き　

３
月
19
日
㈯
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

北
橘
公
民
館

内
容　

虐
待
の
理
解
と
対
応
〜
地

域
・
学
校
・
家
庭
の
よ
り
よ
い
理

解
と
対
応
〜（
児
童
虐
待
や
養
育
力

不
足
な
ど
の
家
庭
内
で
起
こ
る
問

題
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
地

域
の
役
割
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

講
師　

秋
山
邦
久
さ
ん（
常
磐
大

学
大
学
院
准
教
授
）

参
加
方
法　

当
日
会
場
へ

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・

名
変
手
続
き
は
お
早
め
に

税
務
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
１
３

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自

動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

毎
年
「
使
用
し
て
い
な
い
の
に

課
税
さ
れ
た
」
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
場
合
に
起
こ
り

ま
す
。

　

ま
だ
、
廃
車
な
ど
の
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人
は
、
３
月
31
日
㈭

ま
で
に
必
ず
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

種
別
の
問
い
合
わ
せ
・
届
け
出
先

▽
１
２
５
㏄ 
以
下
の
バ
イ
ク（
原

動
機
付
自
転
車
）お
よ
び
小
型
特

殊
自
動
車
＝
市
役
所
税
務
課
市
民

税
グ
ル
ー
プ（
☎
㉒
２
１
１
３
）　

▽
１
２
５
㏄ 
を
超
え
２
５
０
㏄ 
以

下
の
バ
イ
ク（
軽
二
輪
）お
よ
び
２

５
０
㏄ 
を
超
え
る
バ
イ
ク（
二
輪
小

型
自
動
車
）＝
関
東
運
輸
局
群
馬

運
輸
支
局（
前
橋
市
上
泉
町
３
９

９

－

１
・
☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
２
１
）　

▽
四
輪
の
軽
自
動
車
＝
軽
自
動
車

検
査
協
会
群
馬
事
務
所（
前
橋
市

野
中
町
３
２
２

－

１
・
☎
０
２
７

－

２
６
１

－

４
６
２
１
）



山
火
事
予
防

山
火
事
予
防
　

山
に
入
る
機
会
が
増
え
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
山
火
事
予

防
の
た
め
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
枯
れ
草
な
ど
が
あ
る
場
所
で
の

た
き
火
は
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

（
農
林
課
）
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

第
二
保
育
所　
　

思
い
出
パ
ネ
ル
展

第
二
保
育
所　
　

☎
㉓
８
８
３
３

　

第
二
保
育
所
は
、
46
年
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
、
今
年
度
を
も
っ
て

閉
所
し
ま
す
。
閉
所
前
に
写
真
な

ど
の
展
示
を
し
ま
す
の
で
、
第
二

保
育
所
に
思
い
出
の
あ
る
人
は
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
10
日
㈭
〜
25
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
５
時（
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

※
第
二
保
育
所
の
施
設
は
、
建
て

替
え
を
行
う
渋
川
幼
稚
園
の
仮
園

舎
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

第二保育所（平成元年当時）

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」　　

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
開
始

保
険
年
金
課　
　

☎
㉒
２
４
２
９

　

今
年
の
２
月
28
日
か
ら
、
年
金

の
加
入
者
や
受
給
者
が
、
自
分
の

年
金
記
録
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
市
役
所
保
険
年

金
課
の
窓
口
で
、
年
金
記
録
な
ど

が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。窓
口
で
の
記
録
確
認
の
際
は
、

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な

ど
）と
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の（
年
金
手
帳
な
ど
）ま
た
は
照
会

番
号
の
分
か
る
も
の（
ね
ん
き
ん
定

期
便
な
ど
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昭
和
61
年
３
月
31
日
以

前
に
受
給
権
が
発
生
し
た
人
な
ど

と
共
済
加
入
中
の
人
は
、
こ
れ
ら

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
年
金
事
務
所

（
☎
㉒
１
６
０
７
）ま
た
は
保
険
年

金
課
へ
。

福　

祉

福　

祉
フ
ァ
ッ
ク
ス
の　

基
本
料
金
を
補
助

社
会
福
祉
課　
　

☎
㉒
２
３
５
９

　

市
で
は
、
聴
覚
ま
た
は
音
声
・

言
語
機
能
に
障
害
の
あ
る
人
が
、

社
会
生
活
の
必
要
上
フ
ァ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
た
場
合
、
使
用
料
の
基

本
料
金
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
要
件　

本
市
に
住
所
が
あ
る

18
歳
以
上
の
聴
覚
ま
た
は
音
声
・

言
語
機
能
障
害
３
級
以
上
の
人
が

属
す
る
世
帯
で
、
電
話
に
よ
る
意

思
伝
達
が
困
難
な
障
害
者
の
み
の

世
帯
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の　

身
体
障
害

者
手
帳
、
印
鑑
、
金
融
機
関
の
通

帳
、基
本
料
金
の
分
か
る
書
類（
請

求
明
細
な
ど
）

申
請
期
限　

３
月
22
日
㈫

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
グ
ル
ー
プ（

㉒
２
３
２
７
）へ
。

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

３
月
27
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放（
市
民
の
み
）

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

３
月
10
日
㈭
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん（
渋
川
／

御

蔭
）

〈
４
月
の
休
館
日
〉

４
日
㈪
、
11
日
㈪
、
18
日
㈪
、
25

日
㈪
、
30
日
㈯

公
民
館

公
民
館

春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

３
月
25
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館（
中

央
公
民
館
内
）

内
容　

下
枝
を
切
り
取
っ
た
背
の

高
い
苗
木（
枝
苗
）を
使
っ
て
寄
せ

植
え
を
作
り
ま
す

講
師　

荒
牧
真
理
さ
ん（
前
橋
市
）

定
員　

16
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

１
、
５
０
０
円（
材
料
費

・
３
月
18
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ
）

持
参
す
る
も
の　

持
ち
帰
り
袋

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

３
月
９
日
㈬
〜
11
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

春
休
み
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

３
月
28
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館（
中

央
公
民
館
内
）

内
容　

ピ
ア
ノ
講
師
グ
ル
ー
プ

「
ジ
グ
・
ザ
グ
」
に
よ
る
歌
や
音

楽
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
で
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す

対
象
者　

幼
児
〜
小
学
生（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

３
月
14
日
㈪
〜
16
日

㈬
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

ジグ・ザグと楽しいひととき

古こ

布ふ

の
部
屋

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

３
月
18
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館（
第
二
庁
舎
）

内
容　

着
物
地
を
使
い
多
目
的
に

使
え
る
ボ
レ
ロ
を
作
り
ま
す

講
師　

萩
原
稚ち

夜よ

子こ

さ
ん（
川
島
）

定
員　

16
人（
初
め
て
参
加
す
る
人

を
優
先
し
、
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

薄
手
で
柔
ら
か

い
着
物
地（
１
枚
分
を
ほ
ど
い
て

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
た
も
の
）、
着

物
地
と
同
系
色
の
糸
、裁
縫
道
具
、

筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

３
月
８
日
㈫
〜
10
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
10
日
㈭
は
正
午
ま
で
）

集
ま
れ
！
英
語
で
ジ
ャ
ン
プ

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

３
月
28
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館（
第
二
庁
舎
）

内
容　

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
、
楽

し
く
英
語
を
学
び
ま
す

講
師　

小
林
智
美
さ
ん（
前
橋
市
）

対
象
者　

５
、
６
歳
の
未
就
学
児

（
年
中
・
年
長
児
）

定
員　

20
人（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

上
履
き

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

３
月
14
日
㈪
〜
16
日

㈬
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
16
日
㈬
は
正
午
ま
で
）

図
書
館

図
書
館

子
ど
も
向
け
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

増
え
ま
し
た　
　
　
　
　

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

　

寄
贈
さ
れ
た
子
ど
も
向
け
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
26
点
）

の
貸
し
出
し
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
映
画
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

３
月
12
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

内
容　
「
ひ
な
ま
つ
り
」「
ラ
イ
オ

ン
と
ネ
ズ
ミ
」「
天て

ん

狗ぐ

の
羽
う
ち

わ
」「
す
ず
の
兵
隊
さ
ん
」

参
加
料　

無
料

映
画
鑑
賞
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

３
月
20
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

内
容　
「
ボ
ー
イ
・
ミ
ー
ツ
・
プ

サ
ン
」（
監
督
：
武
正
晴
／

主
演
：

柄
本
佑
／

２
０
０
６
年
・
日
本
映
画
）

参
加
料　

無
料

広告募集中



体育課　☎㉒2104

　いずれも申込・問い合わせは、渋川いき
いき健康スポーツクラブ小松真弓さん（☎㉔
0120）へ。

〈幼児・小学生スポーツ教室〉
●とき　４月～平成24年２月の毎週金曜日
午後７時～８時45分　●ところ　渋川中学
校体育館　●内容　楽しくスポーツやゲー
ムをして健康づくり、仲間づくりをします
●参加料　１カ月1,000円（保険料など）
●対象者　市内の幼児（５、６歳児）～小学
生　●定員　幼児20人、小学生30人（先着
順）　●持参するもの　室内用運動靴

〈小学生ボール運動教室〉
●とき　４月～平成24年２月の毎週金曜日
午後７時～８時45分　●ところ　渋川中学
校体育館　●内容　すべてのボール運動の
基本となる動きの指導とゲームを楽しみま
す　●参加料　１カ月1,000円（保険料など）
●対象者　市内の小学生　●定員　15人
（先着順）　●持参するもの　室内用運動靴

〈ローラー＆スケート教室〉
●とき　４月～平成24年２月の毎週土曜日
午前９時～正午　●ところ　コマツスポー
ツクラブローラースケートリンク（石原）また
は県立総合スポーツセンター伊香保リンク
●内容　日本体育協会公認スポーツ指導者
の指導で、４月～11月はローラースケート、
12月～２月はアイススケートをします。毎回、
練習の後半はゲームをします
●参加料　１カ月1,000円（保険料など）
●対象者　市内の幼児、小学生～成人、中
高年男女　●定員　15人（先着順）　●その
他　スケート靴、ヘルメット、ガードは無料
で貸し出します。申込時に靴のサイズを連
絡してください

総合型地域スポーツクラブ

「渋川いきいき健康
 スポーツクラブ」教室紹介
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

萌
え
の
子
お
は
な
し
会

市
立
図
書
館　
　

㉒
☎
０
６
４
４

と
き　

３
月
19
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

内
容　

▽
絵
本
＝
「
か
え
る
の
ど

び
ん
」「
ゆ
き
の
お
じ
さ
ん
あ
り

が
と
う
」　

▽
紙
芝
居
＝
「
の
み

の
か
わ
で
つ
く
っ
た
王
さ
ま
の
な

が
ぐ
つ
」

参
加
料　

無
料

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

体
育
課 

☎
㉒
２
１
０
４

　

３
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の

日（
毎
月
第
２
日
曜
日
）は
、
子
持

社
会
体
育
館
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
無
料
開
放

し
ま
す
。

と
き　

３
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

※
当
日
は
、
体
育
指
導
委
員
２
人

が
、
利
用
者
の
要
望
に
よ
り
指
導

や
助
言
を
行
い
ま
す
。

少
年
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

研
修
会　
　
　
　
　
　

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

と
き　

３
月
16
日
㈬
午
後
６
時
30

分と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
２
０

２
会
議
室

内
容　

講
演
会
「
も
う
一
度
見
直

そ
う
！
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
＆
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
」
パ
ー
ト
Ⅱ

講
師　

春
山
信
三
さ
ん（
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
）

対
象
者　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
、
一

般
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者

定
員　

20
人

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
体
育
課
へ

広告募集中



掲示板 市以外のお知らせ

ＤＶや性暴力からあなたを守る相談電話
～パープルダイヤル～

☎０１２０－９４１－８２６
　内閣府男女共同参画局では、ＤＶ（配偶者からの暴力）や性暴
力に悩む人を対象とした24時間無料の電話相談窓口（パープルダ
イヤル）を期間限定で開設しています。秘密は厳守します。一人
で悩まず早めに相談してください。
開設期間　３月27日（日）午後10時まで

　平成23年度に９回の開催を予定
しているバスツアー。第１回目は、
旬のイチゴを味わい、季節の花や
芸術に触れ、最後に温泉で疲れを
癒やしていただくコースです。
とき　４月22日（金）
受付時間　午前８時30分
集合場所　エクセルイン渋川（ＪＲ
渋川駅前・駐車場完備）
コース　白井宿・白井城址散策（八
重桜観賞）、子持観光いちご園（イチ
ゴ食べ放題）、伊香保グリーン牧
場・ハラミュージアムアーク（昼
食）、水澤観世音、露天風呂または石
段の湯（入浴・いずれか１施設を選
択）、解散（午後４時30分ごろ）
定員　40人（超えた場合は抽選）
※参加者が25人に満たない場合
は、中止になります。
参加料　１人2,500円（中学生以下
2,000円）
申込・問い合わせ先　往復はがき
の記入例を参考に「桜とイチゴ・
春を散策コース希望」と明記の上、
参加者全員の住所、氏名、年齢、性
別と代表者の電話番号を明記し、
市観光協会（〒377-8501・石原
80番地）へ　※電話、ファックス、
Ｅメールでの申込はできません。
申込期限　４月１日（金）
※当日消印有効。
その他　地元物産のお土産つき。
昼食は持参するか、伊香保グリー
ン牧場・ハラミュージアムアーク
内で購入してください。入浴用のタ
オルは各自持参
　詳しくは、市観光協会（観光課
内・☎㉒2873）へ。

湯ったり巡る

しぶかわ彩
さい

発見モニターバスツアー

桜とイチゴ・桜とイチゴ・
 春を散策コース 春を散策コース

返 信 裏 面

往信宛名面
【往復はがき記入方法】

往　信

3 7 7 8 5 0 1

群
馬
県
渋
川
市
石
原
80

渋
川
市
観
光
協
会
あ
て

郵便往復はがき （
記
入
し
な
い
で

　
　
　

く
だ
さ
い
）

返信宛名面

往 信 裏 面

返　信 代
表
者
の
住
所

①コース名

②代表者の住所、
　氏名、年齢、性別、
　電話番号

③参加者全員の
　住所、氏名、年齢、
　性別

郵便番号　
　
氏
　
名

郵便往復はがき
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～４時　▷水曜日＝午前のみ診療、午後は予防接種（予約制）

募集

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

体
験
講
習
会　
　

●
と
き　

３
月
15
日
㈫
午
前
９
時

●
と
こ
ろ　

敷
島
緑
地
公
園
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
場（
赤
城
町
敷
島
）

●
参
加
料　

４
０
０
円（
入
場
料
、

用
具
レ
ン
タ
ル
料
）　

　

詳
し
く
は
、小
池
勝
二
さ
ん（
☎

㉓
０
６
３
１
）へ
。

募集

初
心
者　
　
　
　

ダ
ン
ス
体
験
教
室

●
と
き　

４
月
５
日
㈫
か
ら
の
毎

週
火
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

30
分　

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

モ
ダ
ン
と
ラ
テ
ン　

●
講
師　

竹
田
秀
夫
さ
ん（
渋
川
／

御
蔭
）　

●
定
員　

30
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料（
入
会
す
る
場

合
は
会
費
月
額
２
、
０
０
０
円
）

●
申
込
方
法　

電
話
で
渋
川
社
交

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
諸
田
俵
一
さ
ん（
☎

０
９
０

－

８
５
９
３

－

０
０
７
６
）へ

税金
車
の
各
種
手
続
き
は

３
月
31
日
ま
で
に　

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
、
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で

す
。

　

自
動
車
の
所
有
者
が
住
所
、
氏

名
を
変
更
ま
た
は
廃
車
し
た
際
、

名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
し
な

い
で
い
る
と
、
転
居
先
に
納
税
通

知
書
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
既
に

使
用
し
て
い
な
い
自
動
車
の
税
金

を
納
め
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
名
義
変
更
な
ど
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
３
月
31

日
㈭
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
自
動
車
税

に
つ
い
て
＝
自
動
車
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４

３
）、
中
部
県
税
事
務
所（
☎
０
２

７

－

２
３
４

－

１
８
０
０
）ま
た
は

渋
川
行
政
県
税
事
務
所（
☎
㉒
４
０

５
０
）　

▽
登
録
に
つ
い
て
＝
関

東
運
輸
局
群
馬
運
輸
支
局（
☎
０
５

０

－

５
５
４
０

－

２
０
２
１
）

案内
猿
田
彦
神
社
春
祭
り

●
と
き　

３
月
６
日
㈰
午
前
９
時

●
と
こ
ろ　

猿
田
彦
神
社（
石
原
）

●
内
容　

大
和
神
楽（
市
指
定
重

要
無
形
文
化
財
）全
36
座
の
奉
納

発
表　

●
問
い
合
わ
せ
先　

堀
越

金
三
さ
ん（
☎
㉓
９
１
９
６
）
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健康インフォメーション

健康の道しるべ

渋
川
地
区
医
師
会

眼

科

医

師

「
老
視
」
に
つ
い
て

渋川総合病院

☎22ｰ4111
診療受付時間のご案内／
小児科　▷月・火・木・金曜日＝午前８時30分～11時30分、午後１時

●
老
視（
老
眼
）と
は

　

私
た
ち
は
、
近
く
の
も
の
を
見
る
と

き
、目
の
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
て
見
ま
す
。

目
の
中
に
は
、
毛も

う

様よ
う

体た
い

筋き
ん

と
い
う
筋
肉

が
あ
り
、
こ
の
筋
肉
を
緊
張
さ
せ
て
目

の
中
の
凸と

つ

レ
ン
ズ（
水
晶
体
）を
厚
く
す

る
こ
と
で
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
、
近
く
の

も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
視
と
は
、
加
齢
に
よ
り
、
こ
の
ピ

ン
ト
を
合
わ
せ
る
力（
毛
様
体
筋
）が
弱

く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、

加
齢
と
と
も
に
凸
レ
ン
ズ
が
硬
く
な
り
、

厚
く
な
り
に
く
く
な
る
こ
と
も
老
視
の

原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
老
視
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
42
歳
ぐ
ら

い
か
ら
始
ま
っ
て
60
歳
ぐ
ら
い
ま
で
進

行
し
ま
す
。

●
老
視
の
治
療

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
根
本
的
な
治
療
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
一
般
的

に
は
近
用
眼
鏡（
老
眼
鏡
）を
使
用
し
ま

す
。

〈
老
眼
鏡
の
種
類
〉

①
近
く
専
用（
単
焦
点
レ
ン
ズ
）

②
レ
ン
ズ
の
上
方
は
遠
く
、
下
方
は
近

く
の
二
カ
所
用（
二
重
焦
点
レ
ン
ズ
）

③
遠
く
、
中
間
、
近
く
の
３
カ
所
用（
三

重
焦
点
レ
ン
ズ
）

④
遠
方
か
ら
近
方
ま
で
焦
点
が
徐
々
に

切
り
替
わ
る
、
ス
ム
ー
ズ
な
視
点
移
動

対
応
用（
多
重
焦
点
レ
ン
ズ
）

　

そ
の
ほ
か
に
老
視
用
の
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
も
あ
り
ま
す
。
老
視
の
状
態
に

よ
り
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
合
う
人

は
装
用
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
老
視
の
予
防

　

老
視
の
治
療
と
同
様
に
確
実
な
予
防

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
で

の
食
事
や
運
動
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
自

己
管
理
を
行
い
、
全
身
の
老
化
を
防
ぐ

こ
と
は
老
視
の
予
防
に
良
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。ま
た
、目
の
運
動（
毛
様
体
筋
）

を
鍛
え
る
。
す
な
わ
ち
、
で
き
る
だ
け

近
く
を
見
た
り
、
遠
く
を
見
た
り
す
る

こ
と
を
繰
り
返
す
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

〈
目
に
良
い
と
い
わ
れ
る
栄
養
素
〉

①
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
＝
目
の
奥
で
光
を
感
じ

る
物
質
と
し
て
重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

②
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
＝
目
の
神
経
や
筋
肉
の

疲
労
を
解
消
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

③
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
＝
目
の
老
化
を
早
め
る

活
性
酸
素
に
働
き
、
老
化
の
進
行
を
遅

ら
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

●
無
理
を
せ
ず
早
め
の
受
診
を

　

老
視
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を

認
め
ず
、
老
眼
鏡
を
掛
け
る
の
が
遅
く

な
る
と
、
眼
精
疲
労
や
頭
痛
、
め
ま
い
、

吐
き
気
な
ど
の
全
身
症
状
が
で
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
近
く
が
見
に
く
く
な
っ

た
ら
無
理
を
せ
ず
、
早
め
に
眼
科
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

　村上地内の国道353号線沿いに位置する岩井堂山は、奇岩を彩る新

緑と紅葉の季節が特に美しい岩山です。この岩山の岩窟を利用して岩

に造り付けた珍しい建物が岩井堂観
かん

世
ぜ

音
おん

御
み

堂
どう

です。この御堂には、本

尊である聖
しよう

観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

の石像のほかに、鋳
ちゆう

鉄
てつ

製と青銅製の像が安置さ

れ、本尊を安置してある奥の間は、天正年間(1573年～1592年)に建

立されたものと思われます。毎年４月には祭典が行われ、近郷からの

参詣者も多く訪れています。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　行幸田保育園で２月３日に行われた「豆まき」。園児たち
が、「鬼のパンツ」という節分を題材にした紙人形劇を楽しんだところで、
突然、３匹の鬼たちが登場。園児は、気後れすることもなく「鬼は外！」
と声をかけながら豆を投げ、鬼を追い出しました。

うぶごえ（１月生まれ)
男の子　26人
女の子　19人

　　　広報しぶかわ 発行／渋川市
〒377-8501　群馬県渋川市石原80　TEL 22-2111　FAX 24-6541
平成23年３月１日発行　通巻121号　印刷／朝日印刷工業株式会社
市ホームページアドレス　http://www.city.shibukawa.gunma.jp/

郷土の魅力をひとめくり

霊場は 奇岩のいろどり 岩井堂

渋川かるた vol.11

【ろうばいと榛名山】
撮影場所：赤城町宮田地内
撮影日：平成23年１月19日
撮影者：大畠繁さん(赤城町長井小川田)

れ




